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「
安
」
部
会
の
活
動
に
つ
い
て 

 

現
在
「
安
」
部
会
で
は
、
二
十
四
年
度
事
業
と
し
て
、

各
自
治
会
・
各
組
織
団
体
の
協
力
を
得
て
、「
安
全
・
安

心
な
幸
」
を
活
動
目
標
に
掲
げ
、
左
記
の
活
動
に
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。 

①  

環
境
整
備
（
防
犯
灯
・
掲
示
板
の
補
助
金
配
分
） 

幸
地
区
自
治
会
連
合
会
内
に
、
防
犯
灯
委
員
会
を
設

立
し
、
補
助
金
配
分
に
係
る
申
し
合
わ
せ
事
項
を
決

定
し
ま
し
た
。 

② 

防
災
先
進
地
視
察 

防
災
先
進
地
と
し
て
福
井
市
防
災
セ
ン
タ
ー
の
視

察
を
福
祉
会
の
協
力
で
、
左
記
の
様
に
実
施
い
た
し

ま
す
。 

参
加
者
募
集 

視
察
日 

 
 
 
 

十
月
十
一
日
（木
）  

参
加
費 

 
 
 
 

一
〇
〇
〇
円 

申
込
み
締
切 

 

十
月
五
日(

金) 

③  

防
災
訓
練
の
実
施 

幸
地
区
防
災
隊
・
消
防
団
が
中
心
と
な
り
、
地
区
住

民
の
防
災
意
識
高
揚
を
目
的
に
、
十
月
二
十
日
（
土
）

幸
小
学
校
運
動
場
に
て
実
施
し
ま
す
。 

④ 

交
通
安
全
・
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル 

安
協
幸
支
部
・
桜
町
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
を
中
心

に
、
交
通
安
全
指
導
や
事
故
防
止
・
啓
発
、
小
学
生

の
下
校
時
の
安
全
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

編
集
後
記 

 

残
暑
き
び
し
い
今
年

の
夏
、
い
か
が
お
過
ご

し
で
す
か
。 

「
幸
ま
ち
づ
く
り
」
も

い
ろ
い
ろ
な
行
事
が

歩
み
出
し
ま
し
た
。 

み
な
さ
ま
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。 

お 

知 

ら 

せ 

 


 

「絆
」部
会 

九
月
七
日
（金
）午
後
七
時
～
幸
公
民
館 


 

「伝
」部
会 

九
月
二
十
八
日
（金
）午
後
七
時
～
幸
公
民
館 

「
幸
校
区
の
歴
史
と
文
化
再
発
見
の
会
」
を
実

施
中 


 

「住
」部
会 

九
月
二
十
八
日
（金
）午
前
十
時
～
幸
公
民
館 


 

「安
」部
会 

  

九
月
二
十
六
日
（水
）午
後
七
時
～
幸
公
民
館 

 

⑤ 

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成 

 
 

防
災
の
視
点
か
ら
、各
自
治
会
・
民
生
委
員
の
協
力
で
、

地
区
の
危
険
個
所
や
防
災
弱
者
等
を
白
地
図
に
記
入

し
災
害
時
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。 

  

こ
の
他
に
も
、
地
区
で
必
要
な
事
業
も
有
る
か
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
何
分
発
足
し
た
ば
か
り
の
「
安
」
部
会
で
す

か
ら
、
住
民
皆
様
の
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜
り
よ
り
良

い
活
動
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

防
災
訓
練
に
つ
い
て
は
、
後
日
ご
案
内
し
ま
す
。 


 

「
活
」
部
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

九
月
二
十
六
日
（
水
）
新
町
で
イ
ベ
ン
ト
「
出
あ
い

の
広
場
」
を
行
い
ま
す
。
ス
テ
キ
な
出
あ
い
が
、
あ

な
た
と
街
を
明
る
く
元
気
に
し
ま
す
。 

『
さ
あ
、
み
ん
な
、
あ
つ
ま
れ
、
あ
つ
ま
れ
、 

レ
ッ
ツ
ゴ
ー
』 


 

「
絆
」
部
会 

毎
月
一
回
幸
小
通
学
路(

七
ケ
所)

に
立
ち
、
あ
い
さ
つ
運
動
を
展
開
し
て
お
り 

ま
す
。 

こ
の
あ
い
さ
つ
運
動
も
、
児
童
は
勿
論
、
中
学
生
、
高
校
生
、
そ
し 

て
通
勤
途
中
の
大
人
の
方
々
に
も
認
知
を
し
て
頂
き
（
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
） 

と
声
を
掛
け
て
頂
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
益
々
こ
の
あ
い
さ
つ
運
動 

を
広
げ
、
幸
地
区
で
は
「
あ
い
さ
つ
」
は
当
た
り
前
の
会
話
で
あ
る
と
言
え
る 

よ
う
に
広
げ
て
い
き
た
い
、
そ
れ
に
は
皆
さ
ま
の
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。 

又
、
今
年
度
も
未
入
園
児
の
子
育
て
中
の
保
護
者
の
方
を
対
象
に
（
サ
ロ
ン
） 

を
開
き
た
い
と
企
画
し
て
お
り
ま
す
。 
日
程
は
十
月
二
十
六
日
を
予
定
し
て 

お
り
ま
す
。 

詳
し
く
は
次
回
十
月
の
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ 

ご
参
加
下
さ
い
。 

 


